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安
倍
政
権
、
７
月
15
日
に
、
衆
議
院

特
別
委
員
会
で
「
安
全
保
障
関
連
案
」

を
強
行
採
決
し
た
。
衆
議
院
本
会
議
で

の
採
決
も
必
死
だ
。
強
行
採
決
は
民
主

主
義
へ
の
冒
涜
で
あ
り
憲
法
理
念
に
反

す
る
議
会
運
営
だ
。
戦
後
70
年
の
平
和

へ
の
営
み
を
強
引
に
変
え
た
こ
と
は
、

日
本
の
政
治
の
貧
困
だ
。
歴
史
的
暴
挙

と
な
る
国
民
不
在
の
独
裁
的
政
治
に
、

満
身
の
怒
り
を
込
め
て
抗
議
す
る
。
戦

後
築
き
上
げ
て
き
た
平
和
を
絶
対
に
守

り
抜
く
。
今
後
、
国
会
審
議
は
参
議
院

へ
と
な
る
。「
戦
争
法
案
」
を
阻
止
す
る

た
め
に
反
対
の
声
を
上
げ
続
け
よ
う
。

21日㈫　�連合北海道「2015年度第２回平和を考え
る集い」（札幌市）

23日㈭　「戦争法案」阻止市民フォーラム（札幌市）
24日㈮　第36回全国保育集会（～ 26日、山口県）
25日㈯　第４回道本部町村連幹事会（浦河町）
27日㈪　第22回執行委員会（札幌市）

１日㈯　�第37回全道自治体職員等女子バレーボー
ル選手権全道優勝大会（～２日、上川町）

８日㈯　公企評全国組織集会（～９日、札幌市）
11日㈫　第23回執行委員会（札幌市）

７月

８月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

デモパレードで「戦争法案廃案」「強行採決反対」をアピールした＝７月９日

デモパレードで「私たちは戦わない」「異議あり」をアピールした

集会に6000人以上が結集し、「平和を守る」ことを確認した＝７月11日、札幌市

「戦争をさせない」全国署名実施中！

STOP THE 格差社会！
北海道最低賃金の

大幅引き上げを求める署名

◇目標　組合員×５筆

◇目標　組合員×５筆 必着

◇取り組み期間　７月27日㈪

◇７月14日㈫現在の集約状況〔７月８日時点集約状況〕

筆 筆73,017 56,572

◇道本部ホームページ◇
『QRコード』ができました！

　

携
帯
電
話
で
下
記

の
コ
ー
ド
を
読
み
込

む
と
道
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
す

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

幹
事
長
が
「
流
れ
は
大
き
く

変
わ
っ
た
。
法
案
を
廃
止
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国

や
国
民
を
守
る
法
案
で
は
な

い
。
反
対
の
声
は
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
安
倍
政
権
は
憲

法
違
反
を
強
行
採
決
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
止
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
民
主
党
北
海

道
は
法
案
の
撤
回
を
求
め
て

最
後
ま
で
取
り
組
む
」
と
訴

え
た
。

　

そ
の
後
、
パ
レ
ー
ド
を
行

い
「
わ
た
し
た
ち
は
戦
わ
な

い
」「
異
議
あ
り
」「
平
和
を
守

ろ
う
」
な
ど
を
市
民
に
ア
ピ

ー
ル
し
た
。

殺
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を
し

て
き
た
。
将
来
の
国
民
に
対

し
平
和
を
守
り
続
け
て
き
た

社
会
を
引
き
継
い
で
い
く
。

平
和
な
社
会
を
壊
し
て
は
な

ら
な
い
。
国
の
軍
隊
が
他
国

で
人
を
殺
し
た
り
、
殺
さ
れ

た
り
す
る
こ
と
は
許
さ
な

い
。
法
案
を
阻
止
し
よ
う
」

と
訴
え
た
。

　

政
治
団
体
の
ス
ピ
ー
チ

で
、
民
主
党
北
海
道
・
市
橋

　

元
陸
上
自
衛
官
の
末
延
隆

成
さ
ん
が
「
法
案
に
は
反
対

だ
。
自
衛
隊
員
の
命
は
首
相

の
『
道
具
』
で
は
な
い
。
隊

員
の
流
す
血
や
家
族
の
涙
に

責
任
が
取
れ
る
の
か
。
憲
法

９
条
は
１
ミ
リ
も
変
え
て
は

い
け
な
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

結
城
洋
一
郎
小
樽
商
科
大

学
名
誉
教
授
が
「
戦
後
70
年

間
、
平
和
と
安
全
の
た
め
に

努
力
し
、
他
国
民
や
国
民
を

　

７
月
９
日
、
札
幌
市
・
大

通
公
園
で
「
戦
争
を
さ
せ
な

い
北
海
道
委
員
会
総
が
か
り

街
頭
行
動
」
が
開
か
れ
、
市

民
ら
約
３
０
０
人
が
参
加
し

た
。

　

藤
盛
・
道
平
和
運
動
フ
ォ

ー
ラ
ム
代
表
は
「
安
全
保
障

関
連
法
案
に
つ
い
て
、
国
民

の
意
識
が
高
ま
り
国
会
周
辺

で
は
抗
議
集
会
な
ど
、
多
く

の
人
々
が
立
ち
上
が
っ
て
い

る
。
世
論
調
査
で
は
60
％
以

上
の
国
民
が
『
反
対
』
し
て

い
る
状
況
。
東
京
新
聞
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
憲
法
学
者
の

90
％
が
『
憲
法
違
反
』
と
回

答
し
て
い
る
。
ま
た
、
９
０

０
０
人
を
超
え
る
学
者
が
反

対
す
る
賛
同
者
に
な
っ
て
い

る
。
多
く
の
市
民
と
手
を
携

え
て
法
案
の
廃
止
を
勝
ち
取

ろ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

民
主
党
副
代
表
・
藤
原
札

幌
市
議
は
「
安
全
保
障
関
連

法
案
は
国
際
平
和
を
目
的
と

し
な
が
ら
も
、
実
情
は
他
国

へ
の
武
力
協
力
と
言
え
る
。

国
会
で
審
議
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
疑
問
が
渦
巻
い
て
い
る
。

安
全
関
連
法
案
を
廃
案
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
民
主

党
北
海
道
も
法
案
の
阻
止
に

全
力
で
取
り
組
む
」
と
力
強

く
訴
え
た
。

　

『
戦
争
を
し
た
く
な
く
て

ふ
る
え
る
』
の
メ
ン
バ
ー
を

代
表
し
て
石
井
伸
一
さ
ん
が

「
今
の
若
い
世
代
は
無
関
心

が
多
く
、
戦
争
に
な
っ
て
も

良
い
と
考
え
て
い
る
人
も
い

る
。
そ
の
こ
と
は
無
責
任
で

あ
り
、
自
分
た
ち
が
何
も
し

な
い
の
も
無
責
任
で
あ
る
と

考
え
、
集
会
と
デ
モ
を
企
画

し
た
。
集
会
に
は
７
０
０
人

を
超
え
る
大
勢
の
人
が
集
ま

り
、『
や
れ
ば
変
わ
る
』
こ
と

を
実
感
し
た
。
若
者
が
声
を

上
げ
る
こ
と
は
大
事
だ
。
全

世
代
と
力
を
合
わ
せ
な
け
れ

ば
、
止
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
一
緒
に
頑
張
ろ
う
」
と

呼
び
か
け
た
。

　

街
頭
演
説
終
了
後
、
札
幌

駅
に
む
か
っ
て
『
戦
争
法
案

廃
案
』『
強
行
採
決
反
対
』
を

訴
え
な
が
ら
、
デ
モ
パ
レ
ー

ド
を
行
っ
た
。

強
調
し
「
安
倍
政
権
は
『
憲

法
』
を
骨
抜
き
に
す
る
集
団

的
自
衛
権
、
安
全
保
障
法
案

を
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
。
法
律
家
の
団
体
と
し

て
、『
憲
法
に
違
反
す
る
法

律
』
を
黙
っ
て
み
て
い
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
今
こ
そ
存

在
価
値
を
示
す
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

チ
で
、
６
月
26
日
に
若
者
集

会
を
行
っ
た
、
旭
川
の
山
岸

孝
輝
さ
ん
が
「
安
保
法
案
は

廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
私
た
ち
の
力
が
政
府
の

動
き
を
止
め
る
確
実
な
力
に

な
っ
て
い
る
。
安
保
法
案
は

日
本
が
海
外
で
戦
争
す
る
国

に
す
る
こ
と
だ
。
若
者
は
海

外
で
の
戦
争
に
行
き
相
手
を

殺
し
、
殺
さ
れ
る
環
境
に
な

る
。
安
倍
政
権
が
つ
く
る
法

律
は
徴
兵
制
だ
。
法
案
を
成

立
さ
せ
れ
ば
そ
ん
な
未
来
が

現
実
の
も
の
と
な
る
。
廃
案

に
む
け
声
を
上
げ
続
け
、
政

治
の
流
れ
を
変
え
よ
う
」
と

危
機
感
を
訴
え
た
。

は
深
ま
ら
な
い
。
集
団
的
自

衛
権
を
行
使
す
る
と
相
手
国

か
ら
み
れ
ば
、
日
本
は
戦
争

に
参
加
し
、
自
分
た
ち
が
攻

撃
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
」
と

　

主
催
者
を
代
表
し
、
田
村

智
幸
・
北
海
道
弁
護
士
会
会

長
が
「
憲
法
に
違
反
す
る
集

団
的
自
衛
権
や
安
全
保
障
法

案
は
『
違
憲
』
だ
か
ら
理
解

　

７
月
11
日
、札
幌
市
・
中
島
公
園
自
由
広
場
で
、北
海
道
弁
護
士
会
が
主
催
す
る
「
わ

た
し
た
ち
は
戦
わ
な
い
！
―
Ｎ
Ｏ　

Ｗ
Ａ
Ｒ
―
大
集
会
＆
パ
レ
ー
ド
in
北
海
道
！
」
が

開
か
れ
、
６
０
０
０
人
以
上
が
結
集
し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
で
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の

人
た
ち
が
発
言
し
、「
戦
争
に
つ
な
が
る
動
き
」
に
反
対
し
、「
平
和
を
守
る
」
こ
と
を
訴

え
た
。 廃

案
に
声
を
上
げ
続
け
よ
う

法
案
廃
止
を
勝
ち
取
る

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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７
月
15
日
に

衆
議
院
特
別
委

員
会
で
「
戦
争

法
案
」
を
強
行

採
決
し
た
。
16

日
に
は
、
数
で

物
を
言
わ
せ
衆

議
院
で
可
決
さ

れ
参
議
院
に
送
付
さ
れ
た
。

安
倍
首
相
は
こ
れ
ま
で
「
相

当
理
解
が
深
ま
っ
た
」
ま

た
、「
審
議
が
１
０
０
時
間
を

超
え
た
」
こ
と
を
理
由
に
、

強
硬
姿
勢
を
貫
い
て
き
た
。

自
民
党
内
で
も
批
判
の
声
が

あ
る
中
、
何
の
理
解
が
深
ま

り
、
ど
れ
だ
け
国
民
に
理
解

を
得
た
つ
も
り
で
い
る
の

か
、
理
解
に
苦
し
む
。
私
た

ち
国
民
は
「
戦
争
法
案
」
成

立
阻
止
へ
の
思
い
は
同
じ
だ
。

　

こ
こ
最
近
、
若
い
人
た
ち

の
自
発
的
な
行
動
や
発
言
な

ど
が
目
に
つ
く
。
特
に
６
月

26
日
に
、
札
幌
大
通
り
で
19

歳
の
フ
リ
ー
タ
ー
女
性
が
企

画
し
、
そ
れ
に
賛
同
し
た
若

者
が
７
０
０
人
も
集
ま
り
デ

モ
を
行
っ
た
記
事
は
ま
だ
記

憶
に
新
し
い
が
、
今
も
そ
の

実
行
委
員
会
の
若
者
が
街
頭

行
動
で
訴
え
て
い
る
。

　

戦
後
70
年
を
迎
え
る
節
目

の
今
年
、
本
来
日
本
で
こ
ん

な
光
景
が
あ
っ
て
は
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
し
、
や
る
必

要
が
な
い
。

　

何
せ
日
本
は
「
恒
久
的
に

平
和
な
国
」
な
ん
だ
か
ら
。

�

（
兼
村　

憲
三
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

「人事評価制度」について学習を深めた

【
空
知
地
方
本
部
発
】
空
知

地
方
本
部
で
は
、
６
月
30
日

に
「
組
織
集
会
」
を
開
き
、

18
単
組
34
人
が
参
加
し
た
。

今
回
は
、
学
習
会
要
素
を
取

り
入
れ
、『
人
事
評
価
制
度
』

に
つ
い
て
学
習
を
深
め
た
。

　

空
知
管
内
に
お
け
る
人
事

評
価
制
度
の
導
入
状
況
は
、

２
０
１
４
年
地
公
法
改
正
法

案
の
成
立
前
か
ら
試
行
し
て

い
る
の
が
３
単
組
、
試
行
を

決
定
し
て
い
る
の
が
４
単
組

で
、
残
り
の
12
単
組
は
未
定

と
い
う
状
況
。
学
習
会
で
は

２
０
０
９
年
10
月
か
ら
人
事

評
価
制
度
を
試
行
し
て
い

る
、
青
木
・
滝
川
市
職
労
元

書
記
長
が
「
人
事
評
価
制
度

の
実
例
」
と
題
し
て
講
演
し

た
。

　

青
木
書
記
長
は
、『
人
材
育

成
、
能
力
開
発
及
び
組
織
の

活
性
化
を
は
か
り
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ
る
』

こ
と
を
目
的
と
し
た
評
価
制

度
の
概
要
を
説
明
し
な
が

ら
、「
制
度
の
目
的
を
い
か
に

全
員
に
理
解
し
て
も
ら
う
か

が
重
要
だ
」
と
強
調
し
た
。

　

今
後
、
空
知
地
本
は
各
単

組
総
支
部
と
連
携
し
、
拙
速

な
「
人
事
評
価
制
度
」
導
入

を
許
さ
ず
、

本
来
の
『
人

材
育
成
と
い

う
目
的
』
が

失
わ
れ
る
こ

と
が
な
い
よ

う
、
当
局
と

十
分
協
議
を

重

ね

な

が

ら
、
制
度
づ

く
り
を
進
め

る
。（
空
知
地

方
本
部
・
書

記
長
・
西
野

幸
恵
）

『
人
事
評
価
』は
人
材
育
成
の
目
的
で

　

政
府
は
、
６
月
30
日
に

「
骨
太
の
方
針
」
を
閣
議
決

定
し
ま
し
た
。
社
会
保
障
制

度
関
係
で
は
、
社
会
保
障
・

税
一
体
改
革
を
確
実
に
進
め

る
と
し
て
、
毎
年
１
兆
円
以

上
伸
び
る
高
齢
化
に
よ
る
自

然
増
額
分
を
、
５
千
億
円
程

度
に
抑
制
す
る
内
容
で
す
。

医
療
・
介
護
分
野
で
は
、「
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化
」
の

推
進
、「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
改

革
」
を
通
じ
た
病
床
再
編
や

介
護
給
付
費
の
適
正
化
な

ど
、
社
会
保
障
費
全
般
の
抑

制
方
策
が
も
く
ろ
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
助
を
基
本

に
公
助
・
共
助
を
適
切
に
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
を
基
本
に

据
え
、
社
会
保
障
に
対
す
る

国
の
責
任
を
国
民
に
転
嫁
す

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
障
制
度
は
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

国
が
責
任
を
持
っ
て
実
施
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の

た
め
に
も
地
方
の
財
源
確
保

も
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。

　

各
単
組
・
総
支
部
は
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
地
方

財
政
の
確
立
に
む
け
、
既
に

提
起
し
て
い
る
地
方
自
治
法

第
99
条
の
意
見
書
採
択
が
、

全
議
会
で
行
わ
れ
る
よ
う
取

り
組
み
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

臨・非総会
兼交流集会

シリーズ「社会保障制度改革の行方」

公共サービスの充実・
地方財政確立進めよう

⑳

処遇改善と組織強化の取り組みを全体で確認した＝新役員のみなさん

「地域医療構想」「公立病院改革プラン」の学習を深めた

処
遇
改
善
を
労
働
者
全
体
で

地
域
ご
と
に
適
切
な
医
療
体
制

　

山
谷
さ
ん
は
「
地
域
医
療

構
想
は
、
総
人
口
の
減
少
と

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に

な
り
、
医
療
介
護
需
要
が
最

大
化
す
る
２
０
２
５
年
に
む

け
て
の
方
針
で
あ
る
」
と
説

明
し
、「
各
地
域
で
の
人
口
推

移
や
高
齢
化
率
は
異
な
る
。

日
本
全
体
や
二
次
医
療
圏
ば

か
り
み
る
の
で
は
な
く
、
市

町
村
単
位
の
状
況
把
握
や
、

患
者
の
様
態
に
あ
っ
た
医
療

体
制
の
構
築
が
大
切
だ
」
と

強
調
し
た
。

て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
医

師
不
足
な
ど
の
問
題
を
抱
え

て
い
る
。
地
域
ご
と
に
適
切

な
医
療
提
供
体
制
を
再
構
築

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と

強
調
し
た
。
そ
の
後
、「
地
域

医
療
構
想
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
把
握
す
る
た
め
の
留
意

点
」
、「
看
護
師
の
診
療
の
補

助
に
お
け
る
特
定
行
為
に
対

す
る
自
治
労
の
方
針
と
取
り

組
み
」
を
提
起
し
た
。

　

道
本
部
衛
生
医
療
評
議
会

は
６
月
27
～
28
日
、
札
幌
市

内
で
「
２
０
１
５
年
度
全
道

病
院
集
会
」
を
開
き
、
67
人

が
参
加
し
た
。

　

講
演
①
は
、
山
谷
智
彦
・

北
海
道
保
健
福
祉
部
地
域
医

療
推
進
局
地
域
医
療
課
医
療

政
策
グ
ル
ー
プ
主
査
が
「
地

域
医
療
構
想
の
策
定
に
む
け

て
」
と
題
し
、『
地
域
医
療
構

想
の
必
要
性
』
や
策
定
の
プ

ロ
セ
ス
を
、
国
と
都
道
府
県

の
立
場
で
解
説
し
た
。

　

講
演
②
は
、
大
友
秀
樹
・

北
海
道
総
合
政
策
部
地
域
主

権
・
行
政
局
市
町
村
課　

市

長
村
財
政
健
全
化
支
援
室　

公
営
企
業
グ
ル
ー
プ
主
幹

が
、「
新
公
立
病
院
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
概
要
」
と
題
し
て

「
新
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
解

説
し
た
。
大
友
さ
ん
は
、「
こ

れ
ま
で
の
公
立
病
院
改
革
プ

ラ
ン
は
一
定
の
成
果
を
あ
げ

用
と
均
等
待
遇
を
勝
ち
取
ろ

う
」
と
ま
と
め
た
。

【
新
３
役
員
体
制
】

議
長
・
増
田
光
子
（
札
幌
病

職
労
）、副
議
長
・
佐
藤
る
み

子
（
札
幌
市
労
）、伊
藤
順
子

（
札
幌
市
職
連
）、
事
務
局

長
・
松
本
敦
子
（
札
幌
市
職

連
）

（
た
か
ま
さ
）
さ
ん
の
「
じ

ん
た
ま
先
生
の
『
健
康
づ
く

り
』
セ
ミ
ナ
ー
」
を
受
け
、

自

宅

や

職
場

で

で
き

る

「
肩
・
腰
痛
防
止
の
正
し
い

姿
勢
」
を
保
つ
手
法
を
実
践

し
な
が
ら
学
ん
だ
。

　

交
流
集
会
の
最
後
に
、
増

田
議
長
が
「
ひ
と
り
で
も
多

く
仲
間
を
増
や
し
、
安
定
雇

使
の
力
関
係
だ
」
と
述
べ
、

「
こ
の
通
知
の
成
果
を
確
認

し
な
が
ら
、
他
単
組
の
先
進

事
例
を
踏
ま
え
、
職
場
の
仲

間
と
議
論
し
、
当
局
と
交
渉

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
強
調

し
た
。
ま
た
、
任
期
付
職
員

制
度
は
、
う
ま
く
制
度
を
活

用
で
き
れ
ば
良
い
が
、
制
度

導
入
に
よ
り
、
新
た
な
雇
い

止
め
ル
ー
ル
が
つ
く
ら
れ
る

可
能
性
も
あ
り
、
注
意
を
払

う
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
「
非
正
規
労
働
者

の
課
題
は
社
会
の
課
題
。
非

正
規
労
働
者
問
題
の
根
底
に

あ
る
『
差
別
』
と
『
分
断
』

を
許
さ
ず
、
処
遇
改
善
と
組

織
強
化
を
労
働
者
全
体
の
取

り
組
み
と
し
て
進
め
よ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

　

第
二
講
座
で
は
神
誉
正

っ
か
り
と
伝
え
て
い
く
た
め

に
も
、
来
年
７
月
の
参
院
選

で
自
治
労
組
織
内
『
え
さ
き

た
か
し
』
の
再
選
を
実
現
さ

せ
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

そ
の
後
、
活
動
方
針
と
新

役
員
体
制
を
全
会
一
致
で
確

認
し
た
。

　

「
全
道
交
流
集
会
」
で
は
第

一
講
座
と
し
て
吉
田
・
道
本

部
組
織
強
化
・
拡
大
推
進
室

事
務
局
次
長
が
「
総
務
省
通

知
『
臨
時
・
非
常
勤
職
員
及

び
任
期
付
職
員
の
任
用
に
つ

い
て
』
」
と
題
し
講
演
し
た
。

　

吉
田
事
務
局
次
長
は
、
２

０
１
４
年
に
発
出
さ
れ
た

「
総
務
省
通
知
」
の
具
体
的

な
経
過
や
内
容
を
、
説
明
し

な
が
ら
「
今
回
の
通
知
は
法

律
で
は
な
く
、
解
釈
が
変
わ

っ
た
だ
け
。
決
め
る
の
は
労

部
70
人
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
増
田
議
長
が

「
非
正
規
雇
用
の
問
題
は
、

社
会
全
体
の
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
私
た
ち
の
実
態
を
し

　

７
月
11
日
、
札
幌
市
・
自

治
労
会
館
で
、「
臨
時
・
非
常

勤
等
職
員
連
絡
会
議
第
22
回

総
会
兼
第
31
回
全
道
交
流
集

会
」
を
開
き
、
16
単
組
総
支

　

今
日
７
月
15
日
、
安
倍
政
権
は
、
多
く

の
国
民
が
反
対
す
る
中
、
憲
法
違
反
で
あ

る
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
含
む
11
本
も
の

安
全
保
障
関
連
法
案
を
委
員
会
に
於
い
て

強
行
採
決
を
し
ま
し
た
。
昨
日
は
、
東
京

「
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
」
で
２
万
人
を
超

え
る
反
対
集
会
、
国
会
周
辺
デ
モ
が
あ
り

ま
し
た
し
、
全
国
各
地
で
こ
の
法
案
に
対

し
て「
廃
案
」の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

又
、
朝
日
新
聞
の
全
国
世
論
調
査
に
よ
る

と
56
％
の
人
が
反
対
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
声
を
無
視
し
た
暴
挙
で

す
。
我
が
国
は
、
70
年
前
の
戦
争
の
反
省

か
ら
、
平
和
憲
法
を
軸
に
外
交
を
進
め
、

そ
の
間
、
様
々
な
国
家
間
の
緊
張
関
係
が

あ
っ
た
と
し
て
も
平
和
国
家
と
し
て

世
界
の
信
頼
を
得
て
き
た
の
で
す
。

今
日
の
夕
方
か
ら
は
、
こ
の
強
行
採
決
に

反
対
す
る
沢
山
の
人
達
が
国
会
を
取
り
巻

き
、
抗
議
の
声
を
上
げ
て
い
ま
す
。
戦
い

は
、
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
共
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
！�

（
７
月
15
日
、
東
京
に
て
）

た
た
か
い
を
続
け
よ
う
！

㊲

2015年度全道病院集会
滝川市職労
青木さん


